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〔特 別 掲 載〕

（東京女医大誌第30巻第12号頁2839－2846昭和35年12月）

本邦自殺死亡率の地方的観察

東京女子医科大学衛生学教室（主任 吉岡博入教授）

山
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崎  千
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春
ハル

（受付昭和35年10月25日）

        1 績   言

 昭和30年目ら国勢調査年度をさかのぼり，25年，22

年，10年，5年，大正14年，9年と7年度にわたる本邦

自殺死亡率について府県別，性別，年令階級別の研究を

すすめてきたが，気候風土，社会環境，自然環境などが

共通と思われる地方により自殺死亡率の上に類似した傾

向がみられることが発見された。自殺原因としてあげら

れるものには社会的，経済的，心理的，身体的などの諸

原因の交さくしたものが多く，すでに諸研究により発表

されてきているが，これらの原因を作りだす環境のうち

自然環境，経済的水準，生活様式などを共通にした1つ

の地方としていくつかの肩県をまとめ，自殺死亡率を考

察してみることの意義を発見し，ここに全国を14地方に

区分し，府県恥と同様に国勢調査年度を30年からさかの

ぼって7年度について昭和の戦後と戦前，および大正年

間の3っに区切って性別，年令階級別に観察をすすめて

みることにする。

      ∬ 資料および研究方法

 資料：昭和30，25，22，10，5，大正14，9年人口動

   態統計

    同年国勢調査報告

 研究方法：昭和30，25，22，，10，5，大正14，9年

    の14地方別自殺死亡率を性別年令階級別に算出

    した。さらに前報と同様昭和5年度全国人口を

    標準人口とした訂正死亡率を算出した。これら

    により地方別，性別，年令階級別自殺死亡率，

    訂正死亡率およびその性比について昭和30年，

    25年，22年を戦後とし，昭和10年，5年を戦前

    とし，大正14年，9年を大正年代として3っに

    区分し比較観察した。

     なお地方の区分は三浦＊にならい次表のごと

    く全国を14地区に分けた。

1地方匂 府県名

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

コ．2

13

14

北海道

東 北

北関東

南関東

東 京

北 陸

東 山

東 海

北海道

青森，岩手，宮城，秋田，山形，福島

茨城，栃木，群馬

埼玉，千葉，神奈川

東京

新潟，富山，石川，福井

山梨，長野，岐阜

静岡，愛知，三重

近畿1滋賀，京都，大阪，兵庫，奈良，和歌山

山 陰

山 陽

四 国

北九州

南九州

鳥取，島根

岡山，広島，山口

徳島，香川，愛媛，高知

福岡，佐賀，長崎，大分

熊本，宮崎，鹿児島

 ＊三浦英夫＝地域の生活水準の比較について。厚生の

指標6（8）18～23（昭34）

      豆 研究結果ななびに考察

 昭和30年，25年，22年，10年，5年，大正14年，9年

の7年度の地方別自殺訂正死亡率と性比および年令20～

24才階級の自殺死亡率とその性比を末尾の付表に示す。

 1．地方別自殺訂正死亡率

 1）男女総数の観察

 表1，aに年度別自殺訂正死亡率男女総数の最高，最

低地方を示す。

 まず死亡率についてみると，戦後の30年を除いて25年

と22年は最：高率，最：低率ともに低く，戦前の1G年と5年

の2力年はここに示された7年度のうちの最高率であ

る。大正年代は9年は低いが14年は戦前に近づいてきて

いる。これを年代順にみてゆくと大正9年から14年にか

けて自殺死亡は上昇傾向を示してきたものが昭和の5

Ciharu YAMAZAKI （Department of Hygiene， Tokyo Women’s Medical College） ： Studies on the

mortality from suicide in each district in Japan．
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表1 自殺訂正死亡率最：高および最低地方

      a．男女総数

昭
和

戦

後

戦

前

大
正
年
代

年度

30年

25年

22年

10年

5年

14年

9年

鵬率（・位）廠低率（・4位）

自慨亡率地回自翫亡率1地方

25． 8

21． 4

21． 7

26． 7

28． 2

24． 7

22． 7

近畿li 19．1

東 出

北 陸

南関東

東 山

南関東

東：山

14． 2

12． 2

16． 6

16． 6

15． 5

12． 6

東 北

南九州

11

北九州

、グ

南九州

b．男 子

！ク

昭

亜
戦

後

戦

前

ff
正
年
代

年度

30年

25年

22年

10年

5年

14年

9年

最高率（1位）

自殺死亡率 地 方

33． 5

26． 6

28． 4

近 畿

北 陸

！！

南関東
北 陸

曹低率（14位）

自殺死亡率1地方

31． 3

33． 2

30． 1

26． 8

24． 5

17． 7

15． 7

20． 7

南関東
il

東 山
山 陽

21． 9

19． 9

南関東 14． 4

北関東

山 陰

北関東
南関東

北九州

！ク

南九州

。．女 子

北九州

昭

亜
戦

後

戦

前

大
正
年
代

年度

30年

25年

22年

10年

5年

14年

9年

最高率（1位）

自慨亡率匝方

18． 9

17． 5

15． 9

東 京

東 山

／1

18． 5

22． 3

19． 3

18． 4

北関東

東 山

南関東

！グ

最低率（14位）

自殺死亡率地 方

14． 0

9．1

8．1

10． 0

10． 4

10， 7

7．8

南九州

11

、ク

、グ

！！

（自殺死亡率は入口10万対）

年，10年と最高に達し，戦争の開始で低下をはじめ，戦

後の25年までは比較的低いが，25年以降の経済的安定期

に入ってからかえって再び上昇をみせたものと思われ

る。最低率も最高率と同様の傾向を示している。自殺の

高率地方は地は本邦の地理的中央部に分布している。大

正9年，昭和5年，25年は東山地方が最：高である。また

南関東も昭和10年と大正14年の2力年1位である。最低

率地方は30年を除き，戦後と大正年代を南九州で，戦前

は北九州でしめている。

 ついで自殺訂正死亡率，男女総数を地方別に図1，aに

示す。各年を通じ低率地方の分布は本邦北端と南端にあ

る。高率地方はこれを除く本邦地理的中央部にある。

 2） 性別観察

 表1，bに自殺訂正死亡率，男子の最高，最低率につ

いて示した。まず死亡率の最高率をみると昭和30年の最：

高を除き，大正9年から14年にかけて上昇傾向を示し，

戦前は高率を維持し戦争で低下したものが戦後の25年ま

で影響をおよぼしているという状態はさきにのべた総数

と同様である。最低率も同じ傾向である。

 地方別，男子を男女総数の地方別分布状態と比較する

と，昭和22年に中央部に最低率地方が移行した点が異な

るほかは，高率，低率地方の分布は男女総数の地方別分

布と大差がない。

 ついで表1，cに同じく女子について示した。まず

死亡率の最：高率をみると戦後の2年間は低率であるが，

戦前および大正年代は，男女総数，男子ほどのはっきり

した変化はみられない。最低率も同じことがいえる。最：

高最低地方の分布状態は男女総数および男子に類似して

いる。

 自殺率は戦争による文化の破壊をした時には低下し

て，物質文明の発展の時に上昇するというが，大正から

戦前，戦後にと，この社会状勢と平行した自殺死亡率の

推移をみたのが，さきにのべた男女総数と男子である

が，女子においてはこの影響が少ないと思われる。生活

様式の類似した地方別に算出した女子訂正死亡率が社会

情i勢の変動と関係のうすい傾向を示していることは，女

子が経済力の支柱としての立場に立つことが少ないため

に，社会的影響をうける程度が少ないとみてよいのでは

なかろうか。

 ついで図1，bに自殺訂正死亡率，男女別を地方別に

示した。全年度を概観すると，すべての年度，すべての

地方において男子は女子より高率である。年度別に男子

の高率，低率の分布状態をみると，まず30年は北端が低

く南に高い傾斜をなしており，すでにのべてきたうちに

はみられない傾向である。25年から大正9年までは大体

において南端，北端が低く，中央部の高い男女総数の形

態と類似した形態である。女子は7年度とも例外もなく

南北端がひくく中央が高い形態を示している。

 末尾の付表より地方別自殺訂正死亡率性比の最高と最

低地方を求め表皿に示す。性比の最も低いのが大正9年

で，14年には上昇しはじめ，昭和に入ってからは全般的

に最高最低ともに高い。さきに昭和年間は性比が上昇し
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図1，a 地方別自殺訂正死亡率，男女総数
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たことをのべたが，この昭和年間の性比の高位地方の分

布をみると，自殺死亡率の低い南端が性比が極端に高い

ことがみとめられる。性比の低下した大正9年にはこれ

がみられない。

表亘 自殺訂正死亡率性比最高および最低地方

年度

％物僻）よ  ∂

！9 ’ナ ρ’ ♪f ，

海道
辱一一・・ S

北
関東  

示
1

関東
陸
LU

海
幾

1

陽

陰
国

九州
九州

昭30年

 25年

 22年

 10年

 5年’

大14年

 9年

最：高性比 最低陸比

闘性比

220

210

230

240

28e

20e

170

地方 陣七
       1！
 北九州   130

 南九州   140

 四 国   130
 ．南プU）［L卜1      140

   、ク     140

 四 国   130

二二趨ヒ・1・・

地 方

南 関 東

北関東，山陰

東京，南関東

山   陰

東   山

北 海 道

東   京

性比は（男子死亡率／女子死亡率）x1000

（ ablpt・ts ）

北海道

?北
k関東
?碧
?俣喧

k 陸
?山
?海
ﾟ 幾
R 陽
R 陰
l 国
k九州
?繽B

    2．地方別20～24才自殺死亡率

    表皿，aに年度別年令20～24才男子自殺死亡率の最：高

   および最低率地方を示す。年令階級別自殺死亡率は第1

   の峰・が20～24才にあり，第2の峰が80才以上にあること

   はすでに府県別観察でのべたので，今回はこの20～24才

   階級のみを観察する。男子最高率の推移をみると大正9

   年は低く，14年に上昇を示し，戦前は高率を維持し，戦

   後には低下し，30年は極度に上昇している。これは男女
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（留和30粉
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図1，b 地方別自殺訂正死亡率，男女別
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表皿，a年令20～24才男子自殺死亡率最高および最

    低地方

年度

昭30年

 25年

 22年

 10年

 畔
大14年

 9年

最：高率（1位）

自殺死亡率 地 方

107． 2

54． 8

30． 4

56． 1

65． 2

65． 7

43． 5

北九州

東 京

北 陸

北関東

東 山

北関東

北 陸

最低率（14位）

自殺死亡率 地 ：方

表皿，b

38． 6

18． 4

14． 0

29． 2

29． 4

28． 4

21． 3

山 陰

 ！ク

山 陽

山 陰

東 京

南プしゾ・1・［

年令20・一24才女子自殺死亡率最高および最

低地方

     自殺死亡率（人口10万対）

（川和／04）

s’ ’［北海道
東 北
北関東

・東                                       一gc全m〕

鰹
蜜海

講
斑笛

謙｝

東

東

輩

思

出

四

年度

昭3G年

 25年

 22年

 10年

 5年
大14年

 9年

最高率（1位）

自殺死亡率 地 方

55． 4

38． 0

28． 7

45． 6

65． 4

47． 0

39． 4

北 陸

南関東

近 畿

南関東

東 山

山 陰

北 陸

最低率（14位）

自殺死亡率1地 方
    t

12． 5

18． 0

10． 9

17． 0

23． 0

17． 8

11． 4

山 陰

南九州

 1！

 、グ

 ／！

四 国

南九州

（自殺死亡率は人口10万対）

 図皿 地方別年令20～24才自殺死亡率，男女別

      自殺死亡率（人口10万対）
Cewf［i 304）
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総数および男子と同一傾向である。最低率の推移も同様

である。最高最低ともに昭和22年は低率であるが，これ

は男子青年期の峰が20～24才から25～29才に1階級ずれ

ているためのものである。高率低率地方の分布をみると

昭和30年を除いて高率低率地方はやはり中央部にある。

低率地方の分布には例外的に東京が入っている。

女子については表皿，bに示す。死亡率の最高からみ

ると男子にみられた二つた傾向はみられなV・。これは女

子総数においてのべた理由と同じと思う。低率について

も同様である。高率地方の分布はやはり中央部に集まつ
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ている。低率地方は南端に集まっている。性別年令20～

24才自殺死亡率を年度別に図正に示す。男子について年

度別に観察すると30年は北が低く南に高い傾斜をなして

いることは性別男子総数と類似している。その他の年度

は中央が高く両端が低い。女子はすべての年度が大体同

一傾向で中央が高く南北端が低くなっている。30年は男

子がすべての地：方で女子より高率であるが，その他の年

度では女子の方が高率の地方がある。特に22年は7地：方

が女子の方が高い。これは女予の峰は20～24才にあるの

に男子の峰が25～29才にずれた結果である。

        N 総   括

 ｛1）地方別自殺訂正死亡率，男女総数の観察

 昭和の戦後と戦前，大正年代とに区分して年度別最高

率の推移をみると，大正9年から14年にかけて自殺死亡

率が上昇をはじめ昭和の戦前に入って最高を維持し，戦

争で低下し，戦後22年，2眸とこの影響がつづきその後

の経済安定期に入り再び上昇をはじめ，30年が最高に達

している。最高率地方の分布は本邦中央部に集中してお

り，最：低率地方は九州に集中している。

 （2｝地方別自殺訂正死亡率，性別観察

 男子の最：高率，最低率の年度別推移は男女総数の推移

と同一傾向である。最高率地方，最低率地方の分布も総

数の地方分布と大差いが，22年に最：低地方が中央部にき

ている点のみ異なる。

 女子の最高率，最低率の年度別推移は，戦後の低率は

男子と共通であるが，その他は男子ののようにはっきり

した傾向を示さない。男子は社会的影響をはっきりうけ

ているが，女子はあまりうけていない。すべての年度，

地方において男子の自殺死亡率は女子より高い。年度別

の男女の高率地方分布をみると，昭和30年の男子が北端

が低く南端に向って高くなっているが，他は男女ともに

南，北両端が低く中央が高い分布状態を示している。

 性比は大正9年忌低く14年から昭和全般にわたり戦前

戦後の関係なく高くなっている。

 （3）地方別20～24才自殺死亡率

 20～24才自殺死亡の年度別最高率，最低率の推移をみ

ると，男子においては大正9年が低く，14年にかけて上

昇し，昭和の戦前に高率を維持し，戦後に低下し，30年

に極度に上昇している。女子にはこの傾向はみられな

い。年度別に男女高率地方の分布をみると，30年のみが

男子において北端が低く南端が高いほかは，男女ともに

南北端が低く中央部が高い。この年令階級の自殺死亡は

22年に女子が高率である地方が7地方あり，他の年度に

も1ん2地：方女子が高い。昭和30年は全地方において男

子が高い。

 稿を終るにのぞみ終始御懇篤なる御指導と御校閲を賜

わった吉岡博人教授，諸岡妙子助教授に深甚なる謝意を

表します。

        文   献

先報，本邦自殺死亡率の研究，第1報に同じ。

付表

地方別自殺訂正死亡率と性比，年令20～24才死亡率と性比

（昭和30年） 死亡率は人口10万対，性比は（男死亡率／女死亡率）×100

地 方 名

全
北
東
北
東
南

北
東
東
下
山
山

四
北
南

海

関

関

九
九

国

道
北
野

尽
東
陸
山

海
畿
陽
陰
国
軍
州

訂  正  死  亡  率

総劃 男 女 1性比
23． 9

20． 8

19． 1

19． 8

23． 5

2L 0

25． 3

23． 6

23． 2

25． 8

23． 3

22． 0

25． 0

22． 1

19． 2

30． 8

25． 5

24． 5

24． 5

28． 4

26． 2

33． 1

29． 1

28． 0

33． 5

30． 8

30． 9

31． 4

31． 6

26． 7

18． 1

16． 1

14． 1

15． 1

18． 9

ユ5。8

18． 8

18． 4

18． 3

18． 7

16． 0

16． 3

18． 7

14． 6

14． 0

170
160
170
160
150
130
180
160
150
180
190
190
170
220
160

20～24才死亡率

男 女 画引
84． 8

58． 1

60． 2

68． 4

65． 7

69． 6

80． 3

87． 8

80． 6

89． 7

91． 7

38． 6

9！ 3

107． 2

77． 5

47． 2

42． 7

38． 9

38． 9

44． 7

43． 1

55． 4

46． 2

48． 7

53． 5

42． 0

12． 5

45． 1

41． 1

39． 1

180
140
エ50
180
150
160
150
190
170
170
220
310
200
260
200
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（昭禾025年）

地：方名

：金 国

北海道東 北

北関東：
東 京

南関東北 陸

東 山

東 海
近

山 陽

山 陰
四

訂正死亡率
総州男1女障比

畿，21．1

  国1
   17． 0箒究lllll：1

18． 0

15． 2

15． 6

15． 4

19． 9

18． 9

21． 2

21． 4

20． 7

18． 0

15． e

22． 2

20． 6

20． 0

18， 0

24． 4

23． 4

26． 6

25． 6

24． 9

26． 4

22． 4

17． 7

20． 5

20． 5

19． 5

13． 9

10． 3

11． 4

13． 0

15． 5

14． 7

16． 1

17． 5

15． 6

16． 2

14． 0

12． 6

13． 9

12． 8

9． 1

160
200
180
14e
160
160
170
150
160
16e
160
140
150
160
210

20～24才死亡率

男1女障比
41． 8

35． 2

34． 4

34． 1

54． 8

38． 6

43． 5

48． 0

51． 3

49． 8

35． 8

18． 4

43． 2

36． 2

30． 2

26． 5

19． 3

19． 6

26． 1

30． 3

38． 0

34． 8

30． 6

29． 3

3X 5

20． 2

26． 0

27． 8

23． 2

18． 0

ユ60

180
180
130
180
100
120
140
180
16e
180
70
160
五60
1・ 7e

（昭和22年）

地方名 訂正死亡率
il

ii 20～24才死亡率

   金海副｝3：1
東  北i15．・2
北関東113．8書関東巨・・
北

重創19：1
近 畿 17．6
山 陽

山 陰 13．9
四 国 17．5
北九州 エ2．3
南九州 12． 2

廉釧細密障一男 女 ．准比

   19． 2
   撫
ズ13・ 9 ﾙ／L：1

陸21・ 7［搬
   Lgi g
 igi g 1 ifi g

   igi？
   16． 5  i

fi． g V一 160 ll lg．7 i 20． s i 1・oo

lii騰ii lil騰鍬ll

憶llll騰1酬lll

（昭和10年）

地方名 訂正死亡率
全

東

東

北
東
東
近
山
山

四

北海道
北関東
南関東

国

北

京

陸
山
野
陽
海
陰
国

辱九州南九州

擁一男1女障比
20． 7

21． 5

18． 5

22． 6

20． 6

26． 7

22． 9

21． 7

22． 7

20． 0

19． 5

18． 5

20． 4

16． 6

16． 7

25． 5

27． 0

22． 5

29． 8

26． 0

31． 3

31． 3

26． 6

27． 0

24． 6

25． 4

21． 6

・ 27．8
20． 7

23． 5

16． 1

16． 8

15， 5

18． 5

15． 7

17． 8

16． 0

17． 1

工8．1

15． 8

ユ5．6

15． 0

13． 3

12． 8

10． 0

160
160
150
160
170
180
20e
160
150
160
160
140
210
ユ60

240

20～24才死亡率

男1女隠比 I    i
47． 3

39． 9

32． 8

56． 1

40． 7

55． 8

51． 0

43． 0

47． 6

33． 8

38． 2

29． 2

33． 7

35． 8

40． 8

31．5 1 150
39．0 i ． 100

27．2  ユ20
44．7 1 120
29．9 1 140．
45．6 i 120
34．2 i 150
31．2 i 140
36．7 エ30

30．0 i 110
29．6 i 130
24．0 S 120
18．8 1 180
27．2 1 130
17．0 i 240
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（昭和5年）

地方名

全 国

北海道東 北

北関東東 京

南関．東
北 陸

東 山

東 海

田 白

山 陽

山 三

四 国

北九州南九州

訂正死亡率
総一男1女降比
・ 21．3

21． 6

20． 1

22． 0

17． 9

25． 5

22． 6

28． 2

22． 1

24． 2

22． 4

20． 9

20． 3

16． 6

17． 1

26． 7

28． 1

26． 3

28． 6

22． 6

33． 2

32． 7

32． 0

27． 6

31． 0

28． 6

28． 2

24． 1

21． 9

29． 2

15． 8

15． 6

14． 2

16． 2

15． 2

16． 2

14． 9

22． 3

16． 8

18． 7

16． 6

14． 1

16． 6

11． 3

ユ0．4

170
180
190
180
150
200
220
140
160
170
170
200
150
190
280

20～24才死亡率

男1女降比
42． 8

40． 0

33． 7

38． 7

29． 4

43． 1

39． 3

65． 2

49． 7

45． 2

42． 8

36． 8

33． 6

31． 0

30． 9

32． 7

37． 1

27． 2

35． 7

27． 1

30． 1

25． 7

65． 4

38． 6

36． 1

34． 5

27． 0

29． 6

27． 6

23． 0

ユ30
110
120
110
110
140
エ50
100
130
130
120
140
110
110
130

（大正14年）

地方名

全 ・国
北海道東 北

北関東東 京

南関東北 装

束： 山
東 卑

近 白

山 陽山 陰

四 国

北九州南九州

訂正死亡率
総一男t女障比

ユ8．8

19． 8

19． 9

23． 2

17． 4

24． 7

22． 9

24． 5

20． 8

22． 6

23． 5

18． 9

20． 1

16． 5

15． 5

25． 0

22． 5

25． 5

29． 1

20． 0

29． 5

29． 5

30． 1

25． 1

26． 5

30． 1

23． 8

26． 4

21． 3

19． 9

14． 2

16． 9

13． 9

17． 1

14． 4

19． 3

16． 5

18． 3

15．7 ’

18． 2

16． 5

14． 0

13． 3

11． 6

1e． 7

180
130
180
170
140
150
180
160
160
150
180
170
200
180
190

20～24才死亡率

男i女降比
42． 4

29． 3

32． 9

65． 7

28． 4

45． 3

51． 3

59． 7

52． 8

36． 2

58． 8

41． 6

44． 8

38． 1

38． 9

30． 6

30． 2

25． 6

30． 2

25． 8

42． 3

30． 3

37． 7

36． 4

34． 6

32． 2

47． 0

17． 8

20． 5

18． 6

140
100
130
220
110
110
170
160
140
110
180
90
250
190
210

（大正9年）

地方名

全 灘

北’海道
東 北

北関東東 京

南関東北
東
東
近
山
山・

四

陸
山

海
畿
陽
陰
国

北九州南九州

訂正死亡率
総剃男1女降比

20． 8

18． 9

17． 4

22． 0

15． 6

22． 4

2ユ．2

22． 7

20． 7

21． 2

20． 9

15． 9

18． 4

15． 4

15． 0

25． 2

22． 8

22． 0

22． 9

16． 2

26． 3

26． 6

28． 3

25． 1

24． 1

22． 1

18． 9

23． 3

20． 5

16． 1

15． 9

13． 2

12． 6

18． 7

14． 3

18． 2

15． 7

17． 1

15． 6

15． 9

16． 2

12． 7

13． 6

10． 1

13． 7

160
170
170
120
110
140
ユ70
170
160
150
130
150
170
200
12e

20～24才死亡率

男i女障比
41． 7

32． 2

23． 6

36． 7

24． 6

35． 5

43． 5

34． 9

36． 9

32． 8

41． 7

31． 6

32． 6

40． 5

21． 3

27． 2

18． 2

17． 1

31． 9

24． 1

36． 5

39． 4

39． 3

36． 1

30． 0

31． 8

34． 7

22。ユ

20． 8

11． 4

150
180
140
110
100
10e
110
90

100
1ユ0
130
90

150
190
190
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